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１．はじめに  

 地方都市において観光活性化を図るためには、観

光客の増加だけではその目的が達せられないことが

わかっている。すなわち、観光客におけるリピータ

ーの割合を高めることや、滞在時間を長くすること

が、その成否に大きく関係していると考えられ、加

えて地域住民と観光客とのコミュニケーション醸成

の可否についても、観光活性化に影響している１）

と考えられている。 
 そこで数年来、岐阜県高山市において、観光活性

化に向けての課題を探るための調査・研究を進めて

きた。とくに、平成 18 年度に観光客と地元事業者

の双方に対する調査を実施した結果、観光客の交通

手段が観光活性化に少なからず影響していることが

わかった２）３）。このことから、自動車利用の観光

客に着目した調査を実施して、今後の観光活性化に

向けた自動車利用の実態を明らかにするものである。 
２．調査の方法と内容  

 平成 19 年 9 月 21 日（金）および 22 日（土）の

二日間、高山市の伝統的建造物群保存地区の三町お

よびその周辺の駐車場において、入庫・出庫時の他

府県ナンバーの自動車の運転手を被験者として、調

査を実施した。調査の方法はアンケート調査票を手

渡しで配布し、回収は郵送で行った。配布票数は 400
票で、有効回収数は 183 票（有効回収率 47.5％）で

あった。 
３．調査結果  

（１）被験者の属性と旅行形態 
被験者、すなわち運転者の性別・年齢構成を表した

ものが表－１である。運転者しているのは、男性の

30 歳代から 60 歳代で全体のほぼ７割を占めており、

とくに 50 歳代の男性が全体の３割を占めている。

この理由としては、図－１に示す旅行グループ形態

が、家族旅行および夫婦・カップル旅行が８割弱で

あることからも推測できよう。 

表－１ 被験者の性別・年齢構成 

年　　齢 男性（人） 女性（人） 合　計
１０歳代 0(0) 1(0.5%) 1(0.5%)
２０歳代 12(6.6%) 8(4.4%) 20(11.0%)
３０歳代 26(14.2%) 10(5.5%) 36(19.7%)
４０歳代 22(12.1%) 6(3.3%) 28(15.4%)
５０歳代 55(30.0%) 5(2.7%) 60(32.7%)
６０歳代 23(12.6%) 7(3.8%) 30(16.4%)
７０歳以上 7(3.8%) 1(0.5%) 8(4.3%)
合　　計 145(79.3%) 38(20.7%) 183(100%)  

図－１　被験者のグループ形態
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図－２　グループの人数
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また、被験者の旅行グループの人数は図－２ に示す

とおり、３人が 33％と一番高率で、次いで４人、２

人が続いており、この３グループで４分の３を占め

ている。 
なお、利用自動車の 93％が自家用車で、残りがレ

ンタカーであった。
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 さらに、被験者の居住地をみると、東海・北陸、関東・

甲信越および近畿の割合が高く、これらに岐阜県内を加

えると９割を超えている（図－３参照）。このことは、被

験者の９割が自家用車を利用していることから、自家用

車を利用しやすい比較的近場の地域の割合が高くなって

いると考えられる。 

（２）観光行動の実態 

 被験者の観光旅行の全行程は、図－４に示すように一

泊二日が最も高く 44％を占めており、次いで日帰りが

27％、二泊三日が 19％と続いている。つまり、全体の７

割が一泊二日までの旅行であることがわかる。 

さらに、このうち高山での滞在時間をみたものが図－

５である。これをみると、半日程度が過半数を占めてお

り、２時間以内とほぼ一日を加えた短時間の高山観光は

８割を超えていることから、自動車利用の観光について

は、そのほとんどが高山での宿泊を伴わない短時間の滞

在であることがわかる。 

４．まとめ 

 本研究は高山への観光客のうち、自動車運転手を対象

にアンケート調査を行い、観光客の自動車利用の実態を

明らかにした。 

自動車の運転者は、男性の 30～60 歳代で約７割を占

めており、その中でも 50 歳代が３割を占めている。こ

の理由として、家族旅行や夫婦・カップル旅行が８割を

占めていることと整合している。また、旅行グループの

人数は、３人組が全体の３分の１を占め、次いで４人、

２人と続いており、この３組で４分の３を占めている。

また、被験者の居住地は、岐阜県内や東海・北陸が高い

割合を占めている。これは、被験者の９割が自家用車を

利用していることから、比較的自家用車で旅行しやすい

近場が好まれていることがわかる。 

観光旅行の行程は、一泊二日が 44％と最も高く、日帰

りの 27％を加えると７割強が一泊二日までの旅行であ

ることがわかる。さらに、高山での滞在時間は半日程度

が５割を超えており、２時間以内、ほぼ一日を加えると

８割を超えていることから、自動車での観光は、そのほ

とんどが宿泊を伴わないものであることがわかった。 

 今後は、自動車観光から公共交通機関利用の観光への

転換方策を検討する必要がある。 

図－３　被験者の居住地
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図－４　旅行の全体日程
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図－５　高山での滞在時間
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